


 

団 体 概 要 調 書 

フリガナ シキノミカクサイジッコウイインカイ 

団体名 四季の味覚祭実行委員会 

団体の目的 

和泉市南部地域の活性化 

農業商業の振興に寄与すること。 

市内事務所の 

所在地 

〒594-1136 

和泉市仏並町 398-1 道の駅いずみ山愛の里(直売所) 

【専用事務所 ・ 住居と兼用 ・ その他（道の駅・事務所）】 

電 話 0725（92）3888 F A X 0725（92）3880 

フリガナ イケベ ヨシハル 

代表者氏名 池辺 宜治 

連絡先 
※この申請について

問い合わせをしたと

きに対応できる方 

（連絡責任者氏名）※ 
 
フリガナ  ﾊﾀﾅｶ ﾃﾂﾔ 

電 話 0725（92）3888 

畑中 哲也 F A X 0725（92）3880 

（住所）上記事務所以外に資料送付を希望する場合はご記入ください。 

設 立 年 月 平成２４年４月 主な活動地域 和泉市 

会報等の発行 無 会員数 ２４０ 人   

メールアドレス 無  

ホームページ 無 

主な事業内容 

和泉市南部地域の活性化・農業商工の振興を図るために、四季折々の

農産物に親しみ、人々が集い楽しめる機会として「四季の味覚祭」を

開催する。 

主な活動の実績 

春季、夏季、秋季、冬季イベントの実施。 

国・府・市及び

各種団体等から

の他の補助金及

び委託実績 

（過去３年間の

実績を記載） 

年度 名称 金額（円） 

   

 
 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
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事業計画書 

１ 事 業 名 四季の味覚祭 ～地産地消推進 地域活性化事業～ 

２ 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    ☑ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

３ 事業の必要性（※別紙添付可） 

①事業を実施する前提となった問題点、課題、社会背景等 
 

和泉市南部地域における高齢化、過疎化が進む中、地域のコミュニティ維持が望まれる。

活性化策として、和泉市の特産品である農産物や加工品等を広くＰＲする場、イベントが必

要である。 

 
②事業を実施することにより達成しようとする目標、期待される効果 
 

イベントを通じて南部地域住民のコミュニティづくりと和泉市の特産品（みかんやたけの

こ等）のＰＲを行い、農業、商工業振興の一助とする。 

具体的な地元生産者の方の声として「次回も（出店や展示など）参加したい」「お客様と

直接声を聴ける、交流できる」などのお話を頂きます。また、道の駅のお客様からも、たけ

のこ、みかんの季節になると、味覚祭の問い合わせを受けることが多く、毎年実施すること

で PR 効果が浸透していると感じます。 

 

４ 事業内容（※別紙添付可） 

①問題点、課題を解決するためにどの様な方法を用いてどの様な事業を実施しますか。 

 
年４回実施。その季節の特産物のＰＲ及び販売を中心にする。和泉の農産物、加工品の魅力を幅 

広い層に訴求するため、一般市民が楽しめる「お楽しみコンテンツ」も盛り込む。（例：地元農

産物を使った焼き芋、ポン菓子の販売、木工工作の体験、和泉市にゆかりのある芸能人＊を起用

したイベントなど、四季を通じてのイベントを開催することで、地域住民の心のふれあい、助け

合いの精神を浸透させる。また、農業・商工業の発展につなげる。 

＊和泉市ゆかりのある芸能人を起用することで、一過性の集客ではなく、来場者が和泉市やイベ

ントへの親しみを感じていただき、繰り返し来場いただけるものと期待します。 

 

②実施期間（日時） 
4 月、７月、１２月、２月に開催予定。最も集客が期待できる日・祝に

実施する。具体的な日程については、その都度調整する。 

③実施場所 
 

和泉市南部リージョンセンター及び、道の駅いずみ山愛の里エリア 

④主な対象者 和泉市民を中心に、道の駅来場者、観光客など幅広い層を対象とする。 

⑤参加予定者数 開催１日あたり約２５００人 

⑥告知方法 
告知ポスター、チラシ、市の広報媒体（広報誌やＷＥＢ等） 

道の駅いずみ山愛の里ＷＥＢサイト、及びインスタグラム等のＳＮＳ 

様式第３号（第７条・第１５条関係） 



 

５ 事業スケジュール 

次期（月） 内容 

 ４月：春の味覚祭 

７月：夏の味覚祭 

１２月：冬の味覚祭 

 ２月：２月の味覚祭 

各回とも、季節の農産物・加工品を中心とした和泉市特産品をＰＲ・

販売するとともに、集客・賑わい創出の為、お客様をおもてなしする

イベント（地場産品を景品としたオークション、ビンゴ大会、出店

等）を企画。 

６ 審査項目からみた事業の自己ＰＲ ※要綱別表第２審査基準参照 
（実施事業について、どういう点が優れているかなどを審査項目ごとに記入してくださ

い。） 

①公益性 

和泉市の南部地域を活性化していくためには、和泉市産の農産物の良さを多

くの方々に知って頂くことが大切であるとともに、休日のひととき、様々な

コンテンツで楽しみながら、和泉市民を中心に、道の駅利用者、一般客など

幅広い層が和泉の野菜、果物に触れることができる機会をつくることも非常

に大切だと考えています。 

②継続性 

四季の味覚祭はこれまでも「ちょいず」「市民活動推進支援事業」の支援を

受けながら継続的に実施してきました。和泉市産の農産物の PR をするとと

もに、地元のコミュニティ促進にも寄与したいと考えており、今後も引き続

き実施していきたいと思います。本事業に参加した人を通じて、和泉市産の

農産物の魅力が知れ渡っていくと考えています。実行委員会からも毎回経費

を捻出しており、安定的な運営を行っています。 

③実行性 

これまでの継続的な実施により、運営体制は確立されています。費用に関し

ては、イベント会社等に発注するのではなく、手づくりで「ネタ」を持ち寄

ってつくっており、毎回実行委員会のメンバーが積極的に参加して実施して

います。 

④協働性 

単なる「地元の名産市」ではなく、参加型のコンテンツなども組み込んで実

施することにより、より多くの方々に参加頂ける様工夫していきます。まだ

まだ発展途上ですが、市内の関連団体（直売所、青年会議所、和泉テクノＦ

Ｃ、アグリセンター、市役所の関連部門など）との連携も図っていきたいと

考えています。 

⑤公開性 

毎回、事前告知として道の駅へのポスター掲示、チラシ配布、ＷＥＢ 

及びインスタグラム等のＳＮＳで広報活動を行っています。市の広報誌にも

掲載頂いています。また、道の駅のインスタグラムフォロワーは２１００人

近くあり、費用対効果の高い情報発信を行っています。 

⑥発展性 

（先駆性・ 

展開性） 

（集客性） 

道の駅いずみ山愛の里の出荷協力会を中心として、地元の農業従事者、地場

産品の生産者と協力し、和泉市産の特産物を広くたくさんの人にＰＲしてい

く定例イベントとして、更なる盛り上がりを創出していきたいと考えていま

す。 

 

 

 

 

 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 



 

 
 

収 支 予 算 書 
 

事業の名称：四季の味覚祭 ～地産地消推進 地域活性化事業～  

 

１．【収 入】                         （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠 

支援金 535,000 和泉市市民活動推進支援金 

   

自主財源 535,000 団体会計 

   

合 計 1,070,000  

 

２．【支 出】                         （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠（数量、単価等） 

報償費 440,000 芸人出演報償費（２組） 

消耗品費 230,000 屋台・イベント用おもちゃ、試食・飲食

材料代 

食糧費 10,000 スタッフ作業時飲料代（２００円ｘ２５人ｘ２回） 

印刷製本費 150,000 ポスター（A2 カラー２部） 

チラシ（A4 又は A5 片面カラー1,200 部） 

役務費 20,000 クリーニング代（テント、紅白垂幕） 

配達手数料等 

委託料 220,000 警備（5 万円×2 人×4 回） 

   

合 計 1,070,000  

対象経費 1,070,000  

※費目は、別表第３（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

※実績報告書の提出時に収支決算書とともに領収書等を添付する必要があります。 
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※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 



 

事業計画書 追加資料 

 

 

1 団体名 四季の味覚祭実行委員会 

2 事業名 四季の味覚祭 ～地産地消推進 地域活性化事業～ 

3 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    ☑ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

4 令和 5 年度事業における反省点・課題・問題点とそれをどのように改善

するかについて記入してください。 

・出店者の一部が地元との関連性が薄いのでは？とのご指摘がありました

（反省点）。出店者の選定の際には、地元地域（和泉市、南大阪、泉州な

ど）、あるいは地域と連携している企業の出店に限定するようにします。 

・開催日の決定について 開催場所である南部リージョンセンターの貸館予

定と駐車場の利用規模を踏まえて、日程を調整してきました。このため、日

程決定がぎりぎりになって、準備期間にしわ寄せが出るケースがありまし

た。今年度は開催スケジュールを先に立て、企画、調整に時間的余裕をもっ

てすすめます。 

5 令和６年度事業において以下のことについて記入してください。 

・新たに取り組む事項 

・令和５年度事業と比較し発展・拡大が見込める事項 

・その他支援金を受けることで事業計画・予算・地域や市民に与える効果等

に変化がある事項 等 

・新たに取り組む事項 

直接味覚祭には直接関係ありませんが、道の駅と連携し、能登半島被災地域

へ地元食材や日用品の支援を行います。 

・発展・拡大が見込める事項 

５年度の味覚祭で特に好評だった企画（豚汁・焼き芋販売、もちつき大会、

じゃんけん大会）に着目し、原料や素材の中の「地元産農林産物」の比率を

増やす、ＰＯＰ表示することで、地元産・地産地消のアピール強化に努めま

す。 

・支援金による変化 

令和４年度後半から、関係者用駐車場の確保、駐車場警備の外部委託を開始

しました。駐車場の渋滞緩和、道の駅内の歩行者安全確保、来場者の利便性

が向上するなどの効果がありました。支援金を受けることで駐車場や警備な

どに予算を充てることができるようになりました。 

 

※本資料に記載いただいた内容を含め審査を行います。 


